


Rafał Blechacz

ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調 Op.27-2 「月光」
L. v. Beethoven: 　　Piano Sonata No.14 in C-sharp minor, Op.27-2 "Moonlight"
 第1楽章 ： アダージョ・ソステヌート 1s t  Mov.: Adagio sostenuto
 第2楽章 ： アレグレット 2nd Mov.: Allegretto
 第3楽章 ： プレスト・アジタート 3rd Mov.: Presto agitato

シューベルト ： 4つの即興曲 Op.90, D899　
F. Schubert: 　　   4 Impromptus Op.90, D899
 第１番 ： アレグロ・モルト・モデラート、ハ短調 No.1: Allegro molto moderato, in C minor
 第２番 ： アレグロ、変ホ長調 No.2: Allegro, in E-flat major
 第３番 ： アンダンテ、変ト長調 No.3: Andante, in G-flat major
 第４番 ： アレグレット、変イ長調 No.4: Allegretto, in A-flat major

｠

ショパン ： 舟歌 嬰ヘ長調 Op.60
F. Chopin: Barcarolle in F-sharp major, Op.60

  バラード第3番 変イ長調 Op.47
  Ballade No.3 in A-flat major, Op.47

  3つのマズルカ Op.50
  3 Mazurkas Op.50
 　　　　　　　第１番 ： ト長調　　　No.1: in G major
 　　　　　　　第２番 ： 変イ長調　　No.2: in A-flat major
 　　　　　　　第３番 ： 嬰ハ短調　  No.3: in C-sharp minor

  スケルツォ第3番 嬰ハ短調 Op.39
  Scherzo No.3 in C-sharp minor, Op.39

1月23日（金） ［名古屋］ 愛知県芸術劇場 コンサートホール 主催：中京テレビクリエイション
1月25日（日） ［所　沢］ 所沢市民文化センターミューズ アークホール 主催：公益財団法人所沢市文化振興事業団
1月26日（月） ［川　崎］ ミューザ川崎シンフォニーホール 主催：神奈川芸術協会
1月28日（水） ［札　幌］ 札幌コンサートホール Kitara 主催：TVｈテレビ北海道｠
1月29日（木） ［東　京］ 東京芸術劇場コンサートホール 主催：ジャパン・アーツ
1月31日（土） ［大　阪］ 住友生命いずみホール 主催：ABCテレビ
2月 1 日（日） ［米   子］ 米子コンベンションセンター 多目的ホール 主催：新日本海新聞社、BSS山陰放送
2月 3 日（火） ［東　京］ サントリーホール 主催：ジャパン・アーツ
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Program Profile

　2005年、第15回ショパン国際ピアノ・コンクール優勝。マズルカ賞、ポロネーズ賞、コンチェ
ルト賞、ソナタ賞（クリスチャン・ツィメルマンにより創設）、聴衆賞と全てを同時受賞。同世代で
最高のショパン弾きと称される。
　また、2014年には、4年に1度、年齢や国籍に関係なく、卓越した優れたコンサート・ピア
ニストに贈られるギルモア・アーティスト賞を受賞した。
　これまでに、ロンドン・フィル、バーミンガム市響、パリ管、ベルリン・ドイツ響、フランクフルト
放響、ドイツ・カンマーフィル、ドレスデン・フィル、マーラー室内管、ウィーン放響などと共演し、
シャルル・デュトワ、ワレリー・ゲルギエフ、ダニエル・ハーディング、パーヴォ・ヤルヴィ、ファビオ・
ルイージ、アンドリス・ネルソンス、ミハイル・プレトニョフ、ケント・ナガノなど世界的な指揮者と共演。
　また、ベルリン・フィルハーモニー、パリのサル・プレイエル、ロンドンのウィグモアホール、
アムステルダムのコンセルトヘボウ、ミラノ・スカラ座、ウィーン・コンツェルトハウスなど、世界の
主要なコンサートホールの他、アメリカやアジアでもリサイタルを行っている。
　ドイツ・グラモフォンの専属レコーディング・アーティスト。ショパンの前奏曲集を録音した
デビュー盤は、ポーランドでプラチナ・レコードに認定され、ドイツのエコー・クラシック賞やフランス
のディアパソン・ドール賞を受賞。また、イェジー・セムコフ指揮ロイヤル・コンセルトヘボウ管との
ショパン：ピアノ協奏曲の録音は、ドイツ・レコード批評家賞を受賞。最新
アルバムは、2025年10月にリリースの「ショパン ： マズルカ」。
　批評家たちからはこれらまでの芸術的功績を讃えてキジアナ音楽院
国際賞（イタリア）を2010年に贈られる。2015年には、ポーランド共和国大統領
メダルであるポーランド復興勲章カヴァレルスキ十字勲章を授与された。

Marco BorggreveC



ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調 Op.27-2「月光」
　ドイツのボンに生まれ、ウィーンで世を去ったルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770－1827）の
ピアノ・ソナタのなかで、第14番は、第13番（Op.27-1）と共に「幻想曲風ソナタ」として書かれ、1801年に
完成し、伯爵令嬢ジュリエッタ・グイッチャルディに献呈された。自由な発想が大胆な形で現れた
このソナタは、3楽章から成り、「月光」の愛称で親しまれているが、これは、詩人のレルシュタープが
第1楽章を、ルツェルン湖にかかる月の光にたとえたことに、由来するという。
　第1楽章 ： アダージョ・ソステヌート。嬰ハ短調、自由な3部形式。従来のソナタ形式の第1楽章とは
　　　　　  異なり、静かで荘重な緩徐楽章としての役割を持つ。
　第2楽章 ：  アレグレット。変ニ長調、3部形式。愛らしい楽想と、生き生きとした動きが印象的。
　第3楽章 ： プレスト・アジタート。嬰ハ短調、ソナタ形式。感情の激しい高まりを表したようなフィナーレ。

シューベルト ： ４つの即興曲 Op.90 D899
　ウィーンで活躍したフランツ・ペーター・シューベルト（1797－1828）は、歌曲を発展させたことで
名高いが、ピアノ曲にも、歌曲を思わせる旋律美があふれている。そのなかで特に親しまれている
即興曲（アムプロムプチュ）は、Op.90とOp.142に４曲ずつあり、1827年に作曲された。「即興曲」は
出版社がつけた標題であり、4曲ずつの出版も本人の意思ではなかったというが、歌謡的なロマン
ティシズムに満ちた魅力的な曲集である。Op.90（D899）としてある4曲は、通して演奏されると
4楽章制のソナタのような印象も与える。
　第1番 ： アレグロ・モルト・モデラート。ハ短調、自由な変奏曲形式。堂 と々した曲想が印象的な
　　　　 即興曲。
　第2番 ： アレグロ。変ホ長調、3部形式。なめらかに流れる主部の間に、舞曲風の短調の中間部を
　　　　 はさむ。最後に再び中間部が現れ、短調のまま力強く終わる。
　第3番 ： アンダンテ。変ト長調、3部形式。歌曲風の旋律美が注目される一方、優雅な雰囲気も漂う。
　第4番 ： アレグレット。変イ長調、3部形式。流麗な美しさがきわ立つ即興曲。臨時記号でＣの
　　　　 フラットが付いているために、変イ短調の響きで進む。

ショパン ： 舟歌 嬰ヘ長調 Op.60
　ポーランドのワルシャワ近郊ジェラゾヴァ・ヴォラに生まれたフレデリック・ショパン（1810－49）に
とって、ピアノという楽器は最も重要な表現手段であり、作品の大半はピアノ曲だった。その数々の
傑作のなかで、「舟歌」は、1845～46年に作曲された嬰ヘ長調の1曲だけであり、ドゥ・シュトック
ハウゼン男爵夫人に献呈された。ヴェネツィアのゴンドラの船頭の歌に由来する舟歌（バルカロール）は、
本来は8分の6拍子だが、ショパンは8分の12拍子で書いており、その旋律線は、息が長く、即興的な
ものとなっている。曲は、夢想的な序奏に始まり、舟歌らしい流麗な伴奏に乗せて、優美でロマン
ティックなメロディーが続く。中間部での巧みな転調や、コーダでの和声の美しさなども印象に残る。

ショパン ： バラード第3番 変イ長調 Op.47
　バラードは元来、「物語詩」を意味する。ショパンの残した4曲のバラードは、文学のバラードの
持つ「物語」としての特色も含んでおり、同じポーランド出身の詩人アダム・ミツキエヴィチの叙事詩に
ヒントを得て作曲された、とも考えられている。変イ長調で書かれた第3番は、1840～41年に作曲
され、ポーリーヌ・ドゥ・ノアイユ嬢に献呈された。優美な主題が、転調を交えながら展開し、４曲の
バラードのなかで最も明るい作風を印象づける。

ショパン ： 3つのマズルカ Op.50
　ポーランドのマゾフィア地方に古くから伝わるマズールという踊りに端を発するマズルカは、歌を
伴いながら自由闊達な雰囲気のなかで踊られる農民の踊りだったという。ポーランド出身のショパンは、
少年時代からマズルカを書き始め、その作曲は、故郷を離れてパリに赴いてからも続き、死の年にも
及んだ。生涯の後半を主にフランスで過ごした彼は、祖国に帰れぬまま世を去ったが、革命のさなかに
あった故郷を想い続けていたのである。そして、全部で58曲ほどあるショパンのマズルカには、
祖国の舞曲を普遍的な芸術作品へと高めた、様式化の跡がうかがえる。舞曲本来の性格をふまえ、
すべて4分の3拍子で、また大半が3部形式で書かれているが、各曲には、さまざまな工夫の凝ら
された手法や、多様な情緒表現などが見いだせる。
　Op.50としてある3曲は、1841～42年に作曲され、レオン・シミトコウスキに献呈された。ショパンの
円熟した作風を如実に感じさせるマズルカ集である。
　第1番 ： ト長調。簡潔な書法のなかにも、喜ばしい気分を漂わせる。
　第2番 ：  変イ長調。高い気品を感じさせる1曲であり、中間部が特に舞曲風である。
　第3番 ： 嬰ハ短調。舞踏的な性格がほとんど見られず、対位法的な書法が目立つマズルカ。　
　　　　 規模の大きさも注目される。

ショパン ： スケルツォ第3番 嬰ハ短調 Op.39
　ショパンの残した4曲のスケルツォにも、彼の創造的なピアニズムが反映されている。「冗談」「諧謔」
といった意味の「スケルツォ」は、器楽曲では元来、軽快で開放的な曲や楽章として用いられて
いた。しかし、ショパンのスケルツォは、これとは対照的に暗い情熱を帯び、深刻な雰囲気が漂い、
心の葛藤を描いたような音楽と言えよう｡そして、激しく情熱的な楽想と、繊細優美な楽想とのコント
ラストが、共通する聴きどころであり、多彩な転調なども交えながら、緊張感に富むドラマを展開する｡
　嬰ハ短調のスケルツォ第3番は、1839年の作であり、「友人に」という言葉を添えてアドルフ・
グートマンに献呈された。意表をついた序奏に始まるこのスケルツォは、自由なソナタ形式で書かれて
いる。暗く扇動的な第1主題、繊細優美な第2主題、この両者のコントラストや、変化に富む転調などが
特徴的である。

原 明美（音楽評論家）
Akemi Ha ra

Program Notes






